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糖質はマイクロバイオームのバランスを崩してしまい、善玉菌の働きと個体数を
減らしてしまいます。糖質により悪玉菌が増え、結果として善玉菌の餌を奪って
しまいます。悪玉菌がマイクロバイオームを支配してしまうとどうなるのでしょうか。
腸内のバランスが崩れ、多様な細菌が不足し、主要な細菌株が欠如してしまいます。
ファイトパワーBを毎日摂取する事は、炭水化物と過剰に摂取された糖質を
ブロックし、健康的な、そして多様でバランスの取れた理想的なマイクロバイオーム
への道を開いてくれます。

どのようにして働くのでしょうか。
ファイトパワーBは、炭水化物、デンプン、糖質を適度にブロックする成分を
兼ねそろえた素晴らしい製品です。厳選されたファイトパワーBの各成分は、
体の自然な働きとともに過剰に摂取された糖質の吸収を阻害し、適切な
マイクロバイオームが作られるように働きます。
ファイトパワーBの成分に含まれる有効成分は細胞レベルで働き、体内の糖受容体を
シャットダウンします。これらの有効成分は、体内で炭水化物を糖に分解する
酵素であるアルファアミラーゼの働きをブロックします。酵素の働きが止まると、
食物に含まれるデンプンが分解・吸収されなくなります。分解されないデンプンは、
体内の老廃物と一緒に排出されます。
白いんげん豆、Lアラビノース、ピコリン酸クロム、グリーンコーヒー豆、
レッドビートの根が、 糖質をブロックするファイトパワーB独自の
ブロッカーブレンドを構成しています。 
白いんげん豆エキスとLアラビノースは、炭水化物、デンプン、糖質の吸収を
防ぐために、 体内で互いに働きます。

糖質をブロックし、
腸を守る。

製品プロファイル：ファイトパワーB
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使用方法
ファイトパワーBは１回分ずつ個包装になっているため、
お手軽に摂取できます。スティックパックを４８０mlの
水、またはお好きな飲料に加えるだけです。
良く混ぜて、お召し上がりください。
食前にファイトパワーBを摂取することが、
最も効果的です。そうすることで、食事中の炭水化物や
過剰な糖質の吸収をブロックすることが出来ます。
ファイトパワーBはチェリーライム味です。
マイクロバイオームを守る、美味しくて便利な製品です。

きっと気に入るでしょう。
糖質は、腸内細菌のバランスを崩し、免疫力の低下や、体重増加、血糖値の
アンバランスエネルギー低下、睡眠障害などを引き起こします。
ファイトパワーBは、体が過剰な糖質の吸収をブロックするのを助けることで、
マイクロバイオームの異常と戦います。
ファイトパワーBは、欠かせない製品となるでしょう。

*These statements have not been evaluated by the Food & Drug Administration. This product is not
intended to diagnose, treat, cure, or prevent any disease.

ファイトパワーBの優れたフォーミュラは炭水化物、デンプン、糖質が消化の過程で分解、代謝されるのを阻害するように作られました。
ファイトパワーBは、バランスの取れた健康的なマイクロバイオームに貢献し、体内で次のような結果をもたらしてくれます。

栄養素代謝の改善 体重管理

どのような効果を
期待できるのでしょうか。

正常な血糖値の維持 空腹感と食欲の軽減
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実証済みの糖質・炭水化物
ブロッカー フ

過
ァ
剰な糖質やデンプンをブロックするのに役立ちます。

イトパワーBは、これらの実証済みの成分の助けをかりて

白いんげん豆
白いんげん豆エキスは、炭水化物ブロッカーです。白いんげん豆エキスは、特定のデンプンの
消化を阻害することで、デンプンが糖に分解されるのを防ぎます。炭水化物は消化または分解
されない場合、身体から排出されます。白いんげん豆は、体内にある糖質の吸収と脂質をブ
ロックする自然の能力を高めてくれます。

L-アラビノース
L-アラビノースは天然に存在する異性体で、植物多糖類の構成成分です。L-アラビノースは、
健康的な食生活をサポートし、血糖値の急上昇を防ぎ、健康的な体重を維持し、脂肪蓄積の
サイクルを断ち切るのに役立ちます。

ピコリン酸クロム
ピコリン酸クロムは、栄養補助食品によく含まれるクロムの一種です。インスリンに対する体の
反応を改善し、血糖値を下げる効果が認められています。また、空腹感、食欲、暴飲暴食を
抑える助けもします。

さらに、ファイトパワーBは、レッドビートとグリーンコーヒー豆という
天然の抗酸化物質であり、消化器系の健康をサポートする成分を
活用しています。
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よくある質問
Q：プロバイオティクスとターゲット・プロバイオティクスの違いは何ですか？
A:プロバイオティクスとは、善玉菌というすべての有益なバクテリアを指す言葉です。
　善玉菌は（知られているだけでも）何千種類もあり、「プロバイオティクス」
　という言葉はそれらすべてを表す言葉として使うことができます。 
  一方、ターゲット・プロバイオティクスとは、プロバイオティクスの中でも特定の
   菌株を指す言葉です。これらのターゲット・プロバイオティクス菌株は、
   体内の明確な機能やシステムに作用するためのユニークな化学的特性を持っています。
   ターゲット・プロバイオティクスで腸内環境を多様化することで、特定の方法で
   体の健康に影響を与えることができます。

Q: ファイトパワーBにはターゲット・プロバイオティクスが含まれていますか？
A：いいえ。ファイトパワーBは、プロバイオティクスではなく、糖質と炭水化物 
　ブロックする成分の素晴らしいブレンドによって腸を守る、
　ユニークなファイトパワー・ブースターです。
　過剰な糖質はマイクロバイオームの大敵で悪玉菌のエサとなり、
　腸内細菌異常症の原因となります。
　マイクロバイオームの適切なケアには、過剰な糖質をブロックすることが必須です。
　ファイトパワーBは善玉菌が増殖し成長するための健康的な環境を作り出

　

Q: ファイトパワーBの摂取方法を教えてください。

A:ファイトパワーBを480mlの水またはお好みの冷たい飲料と混ぜるだけです。

　ファイトパワーBは、おいしい天然のチェリーライム味なので、

　余計な味付けは必要ありません。　　　　　　　　　

Q：糖質はマイクロバイオームの健康にどのような悪影響を与えますか？
A:いいえ、ファイトパワーBには人工甘味料、人口香料、人口着色料は含まれておりません。

Q: ファイトパワーBに人工甘味料、香料、着色料は入っていますか？　　　
A:いいえ、ファイトパワーBには人工甘味料、人口香料、人口着色料は含まれておりません。

Q: ファイトパワーBには大豆、エストロゲン、グルテンが含まれていますか？
A:ファイトパワーBは大豆やエストロゲン製品を含まず、グルテンフリーです。

Q: ファイトパワーBにカフェインは含まれていますか？
A:ファイトパワーBにはカフェインは含まれていません。
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Q: フィトパワーBはいつ摂取するべきですか？

A:ファイトパワーBは糖質・炭水化物ブロッカーとして最適なので、食前に飲むことをお勧めします。

　そうすることでファイトパワーBの有効成分が腸の内壁をコーティングし、製品が持つ本来の働きを

　活用することができます。

　１日に1回だけ飲む場合は、一番大きな食事の前に摂取することをお勧めします。  

Q: ファイトパワーBはどのくらいの頻度で摂取すればいいですか？

A: ファイトパワーBは毎日、1日3回（食前）摂取することをお勧めします。

　また1日1回飲む場合は、一番大きな食事の前に飲むことをお勧めします。 

Q: 他のファイトパワー製品を混ぜて使うことはできますか？
A:はい。使用方法に従えば、すべてのファイトパワー製品を同時に摂取することができます。

 

Q: ファイトパワーBをファイトパワーやネクストなどの飲料と混ぜて飲むことはできますか？
A:ファイトパワーBは、480ml以上の飲み物（ネクストドリンク等）と一緒に飲むことをお勧めします。

Q: ファイトパワーBは、子供や妊婦、授乳中の方にも安全ですか？
A:ファイトパワーBは、あらゆる年齢層の人が安全にお召し上がりいただけるように配合されていますが、

　ご質問等がある場合はかかりつけの医師にご相談ください。

  

よくある質問
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ファイトパワーブランドメッセージ
ラブバイオムの情熱の原点は、シンプルなステートメント
にあります。一つの事を変えれば、すべてが変わる。
マイクロバイオームに重点を置いた生活をすれば、
体内に存在するマイクロバイオームが私たちの身体を
健康へと導いてくれます。
ファイトパワーブランドは、マイクロバイオームの
健康において、確固とした豊かなイノベーションを
象徴しています。繁栄、成功、健康的な生物共同体が
もたらす、人生を変えるほどの恩恵をすべての人に
知ってもらうことに私たちは情熱を持っています。
この生物共同体の中には、ベストなプレバイオティックに
よって育った有益で多様なバクテリアの菌株が
存在します。その菌株は、体のあらゆる細胞、システム、
機能に活力を与えるポストプロバイオティクスの生産を
促進してくれます。

マイクロバイオームの時代を制する。

善玉菌の餌となる繊維 腸内の生きた善玉菌 善玉菌が作り出す代謝物

> >プレバイオティクス プロバイオティクス ポストバイオティクス




